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I S A A A

ISAAA2007ISAAA2007年報告書を協賛する年報告書を協賛する
33つの慈善基金つの慈善基金 I S A A A

•• ロックフェラー財団ロックフェラー財団（米国）（米国） –– 19601960年代に緑の革命を支年代に緑の革命を支

33つの慈善基金つの慈善基金

ロックフェラ 財団ロックフェラ 財団（米国）（米国） 19601960年代に緑の革命を支年代に緑の革命を支
え、アジアを中心にえ、アジアを中心に1010億人を飢餓から救済。億人を飢餓から救済。

•• イベルカ （スペイン）イベルカ （スペイン）•• イベルカハ（スペイン）イベルカハ（スペイン） –– トウモコロシ栽培が盛んなトウモコロシ栽培が盛んな
地域を拠点とするスペイン第地域を拠点とするスペイン第44位の規模を誇る銀行。その位の規模を誇る銀行。その
地域は地域はBtBtトウモロコシの栽培に成功しトウモロコシの栽培に成功し EUEU加盟国で最大の加盟国で最大の地域は地域はBtBtトウモロコシの栽培に成功し、トウモロコシの栽培に成功し、EUEU加盟国で最大の加盟国で最大の
栽培地に成長した。栽培地に成長した。

ブ ブブ ブ タタ•• ブッソレラ・ブランカブッソレラ・ブランカ財団財団（イタリア）（イタリア） –– 国際社会に国際社会に

よる遺伝子組み換え作物に関する知識に基づいた判断をよる遺伝子組み換え作物に関する知識に基づいた判断を
可能にするため 知識の共有をサポ ト可能にするため 知識の共有をサポ ト可能にするため、知識の共有をサポート。可能にするため、知識の共有をサポート。

出典：出典： Clive James, 2008Clive James, 2008
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課題課題 –– 世界の食糧・飼料・繊維・燃料の安定的確保世界の食糧・飼料・繊維・燃料の安定的確保
貧困・飢餓の軽減貧困・飢餓の軽減 I S A A A

•• 世界の総人口世界の総人口 19991999年年 –– 6060億人億人 20502050年年 –– 9090億人億人
がが

貧困 飢餓の軽減貧困 飢餓の軽減

20502050年には人口の年には人口の90%90%が南半球に集中が南半球に集中

現在、南半球では現在、南半球では44人に人に33人が農村部で生活人が農村部で生活
大半が農業生産者と土地を持たない農業労働者大半が農業生産者と土地を持たない農業労働者大半が農業生産者と土地を持たない農業労働者大半が農業生産者と土地を持たない農業労働者

•• 作物作物 食糧、飼料、繊維の主原料食糧、飼料、繊維の主原料
年間年間6565億トンは億トンは22兆兆5,0005,000億ドルに相当億ドルに相当
作物価格は作物価格は22倍に上昇倍に上昇作物価格は作物価格は22倍に上昇倍に上昇

•• 一人当たりの耕作可能な土地は一人当たりの耕作可能な土地は19661966年以来年以来33分の分の22減少減少
19661966年年 0.45ha0.45ha
20502050年年 0 15h0 15h20502050年年 0.15ha0.15ha

•• 栄養失調栄養失調とと貧困貧困 飢餓、栄養失調に苦しむ人：飢餓、栄養失調に苦しむ人：88億億5,2005,200万人万人
貧困に苦しむ人：貧困に苦しむ人：1313億人（億人（70%70%が農業に従事）が農業に従事）貧困に苦しむ人：貧困に苦しむ人：1313億人（億人（70%70%が農業に従事）が農業に従事）

•• 課題課題 –– 20502050年までに同じ土地面積の約年までに同じ土地面積の約1515億億hahaで食糧、飼料、繊維の生産で食糧、飼料、繊維の生産
量を持続的に量を持続的に22倍にする倍にする

農業は農業は 目標 と 発展 重要な手段 ある（世界銀行目標 と 発展 重要な手段 ある（世界銀行 年）年）•• 農業は農業はMDGMDG目標にとって発展の重要な手段である（世界銀行、目標にとって発展の重要な手段である（世界銀行、20082008年）年）

•• 食糧は生きるための第一の薬である食糧は生きるための第一の薬である 出典：出典： Clive James, 2008Clive James, 2008
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世界的な食糧・飼料・繊維・燃料戦世界的な食糧・飼料・繊維・燃料戦
略略 I S A A A

•• どんなアプロ チでもそれだけではどんなアプロ チでもそれだけでは食糧 飼料 繊維 燃料の確保の解決策食糧 飼料 繊維 燃料の確保の解決策

略略

•• どんなアプローチでもそれだけではどんなアプローチでもそれだけでは食糧・飼料・繊維・燃料の確保の解決策食糧・飼料・繊維・燃料の確保の解決策
とならないとならない

•• 伝統的な作物の改良のみでは伝統的な作物の改良のみでは20502050年までに食料生産を年までに食料生産を22倍にはできない倍にはできない
遺伝子組み換え作物は万能薬にはならない遺伝子組み換え作物は万能薬にはならないが重要であるが重要である

•• 有効な戦略は、以下のような主要な課題への対応を含んだ多角的なアプ有効な戦略は、以下のような主要な課題への対応を含んだ多角的なアプ
ロ チでなければならないロ チでなければならないローチでなければならないローチでなければならない

•• 人口安定化人口安定化

•• 食料流通システムの改善食料流通システムの改善

•• 技術要素：作物の改良技術要素：作物の改良
従来の技術と遺伝子組み換え作物の技術を統合した戦略従来の技術と遺伝子組み換え作物の技術を統合した戦略によってによって

作物の生産性を最大化し、食糧・飼料・繊維・燃料の安定的確保に作物の生産性を最大化し、食糧・飼料・繊維・燃料の安定的確保に作物の生産性を最大化し、食糧 飼料 繊維 燃料の安定的確保に作物の生産性を最大化し、食糧 飼料 繊維 燃料の安定的確保に
貢献貢献
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遺伝子組み換え作物の受け入れに関する課題遺伝子組み換え作物の受け入れに関する課題

I S A A A

•• 食の安全食の安全 表示とトレ サビリティ表示とトレ サビリティ•• 食の安全食の安全 –– 表示とトレーサビリティ表示とトレーサビリティ

•• 環境への影響環境への影響

•• 遺伝子流動遺伝子流動 –– 生物多様性の保全生物多様性の保全 –– 共存共存

•• 非標的生物への影響非標的生物への影響 –– オオカバマダラオオカバマダラ

•• BtBt抵抗性害虫の管理抵抗性害虫の管理 –– 長期的利用がひとつの課題長期的利用がひとつの課題

•• 遺伝子組み換え技術のアクセスの制限と ント ル遺伝子組み換え技術のアクセスの制限と ント ル•• 遺伝子組み換え技術のアクセスの制限とコントロール遺伝子組み換え技術のアクセスの制限とコントロール

•• 民間の役割と民間の役割とIPRIPR（知的所有権）（知的所有権）

•• 倫理的な配慮倫理的な配慮

際際 響響•• 上記の問題の上記の問題の国際貿易国際貿易に対する影響に対する影響
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商品穀物価格と原油価格の比較
I S A A A
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I S A A A
20072007年のハイライト年のハイライト ––栽培面積の継続的な増大栽培面積の継続的な増大

I S A A A

• 2006年の1億200万haに対して1億1,430万haと、1,230万ha• 2006年の1億200万haに対して1億1,430万haと、1,230万ha
またはまたは12%の増加は過去5年間で2番目に高い成長率

• 2006年の22カ国1億200万haから23カ国1億1,430万haへ

またはまたは12%の増加は過去5年間で2番目に高い成長率

• 2006年の22カ国1億200万haから23カ国1億1,430万haへ2006年の22カ国1億200万haから23カ国1億1,430万haへ

• 1996年以来世界の遺伝子組み換え作物の栽培面積は累積
で6億9 000万ha

2006年の22カ国1億200万haから23カ国1億1,430万haへ

• 1996年以来世界の遺伝子組み換え作物の栽培面積は累積
で6億9 000万haで6億9,000万ha

• 遺伝子組み換え作物の農業生産者数は1,200万人で2006年

で6億9,000万ha

• 遺伝子組み換え作物の農業生産者数は1,200万人で2006年
の1,030万人より増加した。90%（1,100万）が資源に乏しい農

業生産者で、開発途上国の小規模農業生産者が初めて
1 000万人を超えた

の1,030万人より増加した。90%（1,100万）が資源に乏しい農

業生産者で、開発途上国の小規模農業生産者が初めて
1 000万人を超えた1,000万人を超えた

• 65億人の世界人口のうち、55%（36億人）が遺伝子組み換え
物

1,000万人を超えた

• 65億人の世界人口のうち、55%（36億人）が遺伝子組み換え
物作物を栽培している23カ国に住んでいる（2007年）

出典： Clive James, 2008

作物を栽培している23カ国に住んでいる（2007年）

出典： Clive James, 2008
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世界の遺伝子組み換え作物の栽培面積の推移

I S A A A1996～2007年：先進国と開発途上国別（単位：100万ha）
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ヘクタールと「形質ヘクタール」による
遺伝子組み換え作物栽培面積の比較 I S A A A遺伝子組み換え作物栽培面積の比較
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世界の遺伝子組み換え作物の累積栽培面積

I S A A A

百万
エ カ

1996年～2007年（単位：100万ha）
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20072007年は全世界で安定的に成長年は全世界で安定的に成長

I S A A A

• 北米では310万haの増加。5,770万haのうち37%がスタック、
1 000万h がバイオ燃料 トウ シは40%の増加

• 北米では310万haの増加。5,770万haのうち37%がスタック、
1 000万h がバイオ燃料 トウ シは40%の増加1,000万haがバイオ燃料、トウモロコシは40%の増加。

• アジアでは、インドでBtワタが63%増の620万ha、中国では

1,000万haがバイオ燃料、トウモロコシは40%の増加。

• アジアでは、インドでBtワタが63%増の620万ha、中国では、 タ 増 、中国
9%増の380万ha、フィリピンでも増加。

• 南米ではブラジルで遺伝子組み換え大豆とワタが30%と1 500

、 タ 増 、中国
9%増の380万ha、フィリピンでも増加。

• 南米ではブラジルで遺伝子組み換え大豆とワタが30%と1 500• 南米ではブラジルで遺伝子組み換え大豆とワタが30%と1,500
万ha増加。その後をアルゼンチン、チリが続く。

南 遺伝 組 換 作物 栽培 積 増加

• 南米ではブラジルで遺伝子組み換え大豆とワタが30%と1,500
万ha増加。その後をアルゼンチン、チリが続く。

南 遺伝 組 換 作物 栽培 積 増加• 南アフリカの遺伝子組み換え作物の栽培面積は30%増加の
180万ha。食用のBtホワイトコーンが最大の増加率。

• 南アフリカの遺伝子組み換え作物の栽培面積は30%増加の
180万ha。食用のBtホワイトコーンが最大の増加率。

• ポーランドはでEU加盟国で第8番目となるBtトウモロコシの栽

培国である。 EUでは初めて栽培面積が10万haを超えて77%
• ポーランドはでEU加盟国で第8番目となるBtトウモロコシの栽

培国である。 EUでは初めて栽培面積が10万haを超えて77%
増加。（2007年）

出典： Clive James, 2008

増加。（2007年）

出典： Clive James, 2008
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2007年 世界の主要な遺伝子組み換え作物
（単位 100万 クタ ル）の導入率（%） I S A A A
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開発途上国の遺伝子組み換え作物栽培面積の増開発途上国の遺伝子組み換え作物栽培面積の増
加は引き続き先進国を上回る（加は引き続き先進国を上回る（20072007年）年） I S A A A

•• 19961996～～20072007年の間 世界の遺伝子組み換え作物の栽培面積年の間 世界の遺伝子組み換え作物の栽培面積

加は引き続き先進国を上回る（加は引き続き先進国を上回る（20072007年）年）

19961996～～20072007年の間、世界の遺伝子組み換え作物の栽培面積年の間、世界の遺伝子組み換え作物の栽培面積
における開発途上国が占める割合はにおける開発途上国が占める割合は毎年増加しており、毎年増加しており、
20062006年の年の40%40%から、から、20072007年には年には43%43%に増加した。に増加した。

•• 20072007年、開発途上国では遺伝子組み換え作物の栽培面積が年、開発途上国では遺伝子組み換え作物の栽培面積が
850850万万haha（（21%21%）増加）増加したのに対ししたのに対し 先進国では先進国では380380万万haha850850万万haha（（21%21%）増加）増加したのに対し、したのに対し、先進国では先進国では380380万万haha
（（6%6%）の増加であった。）の増加であった。

•• アジア ラテンアメリカ アフリカにおける遺伝子組み換え作物アジア ラテンアメリカ アフリカにおける遺伝子組み換え作物•• アジア、ラテンアメリカ、アフリカにおける遺伝子組み換え作物アジア、ラテンアメリカ、アフリカにおける遺伝子組み換え作物
栽培の主要栽培の主要55カ国であるカ国である中国、インド、アルゼンチン、ブラジル、中国、インド、アルゼンチン、ブラジル、
南アフリカは南アフリカは 合計合計2626億人の人口億人の人口を擁し（世界総人口のを擁し（世界総人口の40%40%））南アフリカは、南アフリカは、合計合計2626億人の人口億人の人口を擁し（世界総人口のを擁し（世界総人口の40%40%）、）、
20072007年には世界の栽培面積の年には世界の栽培面積の40%40%に相当するに相当する4,6004,600万万hahaでで
遺伝子組み換え作物が栽培された。遺伝子組み換え作物が栽培された。

出典：出典： Clive James, 2008Clive James, 2008
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開発途上国における遺伝子組み換え作物開発途上国における遺伝子組み換え作物
栽培の主要栽培の主要55カ国（カ国（20072007年）年） I S A A A

• 中国 –– 2006年に8億1 700万ドルの恩恵があり 2007年 710万人• 中国 –– 2006年に8億1 700万ドルの恩恵があり 2007年 710万人

栽培の主要栽培の主要55カ国（カ国（20072007年）年）

中国 –– 2006年に8億1,700万ドルの恩恵があり、 2007年、 710万人
の小規模農業生産者が380万haでBtワタを栽培した。

• インド – 2002年にBtワタを導入 2007年 栽培面積は63%増加の

中国 –– 2006年に8億1,700万ドルの恩恵があり、 2007年、 710万人
の小規模農業生産者が380万haでBtワタを栽培した。

• インド – 2002年にBtワタを導入 2007年 栽培面積は63%増加のインド – 2002年にBtワタを導入。 2007年、栽培面積は63%増加の
620万haとなる。380万人の小規模農業生産者が恩恵を受けた。

• アルゼンチン 世界第2位の遺伝子組み換え作物栽培国として

インド – 2002年にBtワタを導入。 2007年、栽培面積は63%増加の
620万haとなる。380万人の小規模農業生産者が恩恵を受けた。

• アルゼンチン 世界第2位の遺伝子組み換え作物栽培国として• アルゼンチン –– 世界第2位の遺伝子組み換え作物栽培国として
2007年には世界の栽培面積の17%を占め、 その恩恵は年間20億
ドルに上る（大豆、トウモロコシ、ワタ）。

• アルゼンチン –– 世界第2位の遺伝子組み換え作物栽培国として
2007年には世界の栽培面積の17%を占め、 その恩恵は年間20億
ドルに上る（大豆、トウモロコシ、ワタ）。

• ブラジル – 世界最高の30%の増加率（350万ha）。1,450万haで RR
大豆、50万haでBtワタを栽培し、世界のリーダーとなる。

• ブラジル – 世界最高の30%の増加率（350万ha）。1,450万haで RR
大豆、50万haでBtワタを栽培し、世界のリーダーとなる。

• 南アフリカ – アフリカのリーダー国として2007年は30%の増加。 ホ
ワイト・コーン（食料）、イエロー・コーン（飼料）、大豆、ワタを栽培。

• 南アフリカ – アフリカのリーダー国として2007年は30%の増加。 ホ
ワイト・コーン（食料）、イエロー・コーン（飼料）、大豆、ワタを栽培。イ （食料）、イ （飼料）、大 、 タを栽培。

出典：出典： Clive James, 2008Clive James, 2008

イ （食料）、イ （飼料）、大 、 タを栽培。

出典：出典： Clive James, 2008Clive James, 2008
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2007年における世界の遺伝子組み換え作物の国別栽培面
積（単位：百万ヘクタール） I S A A A積（単位：百万ヘクタ ル）

2007年の世界の遺伝子組み換え作物の栽培状況2007年の世界の遺伝子組み換え作物の栽培状況

遺伝子組み換え作物栽培23カ国遺伝子組み換え作物栽培23カ国

2007年、世界の遺伝子組み換え作物の栽培面積は

1億1,430万haで、2006年から1,230万haに相当す
るる

12%増加した。



I S A A A

遺伝子組み換え作物のインパクト遺伝子組み換え作物のインパクト
出典出典 Cli JCli J 編集編集 20082008年年 I S A A A

•• 生産性ならびに所得の向上生産性ならびに所得の向上 –– 収量は収量は5%5%～～50%50%の増加。農業所得はの増加。農業所得は7070億ドル増億ドル増

加（加（ 年）年） 年年 年 は年 は 億ド そ うち先進国が億ド そ うち先進国が 億ド億ド

出典：出典： Clive JamesClive James編集、編集、20082008年年

加（加（20062006年）。年）。19961996年～年～20062006年では年では340340億ドル。そのうち先進国が億ドル。そのうち先進国が175175億ドル、億ドル、

開発途上国が開発途上国が165165億ドル。億ドル。

•• 生物多様性の保護生物多様性の保護 同じ栽培面積で同じ栽培面積で22倍の作物生産量倍の作物生産量•• 生物多様性の保護生物多様性の保護 –– 同じ栽培面積で同じ栽培面積で22倍の作物生産量倍の作物生産量

-- 森林森林//生物多様性の保全生物多様性の保全 –– 開発途上国では年間開発途上国では年間1,3001,300万万haha損失損失

•• 環境影響環境影響 –– 農薬使用の必要性低減農薬使用の必要性低減

-- 19961996～～20062006年で年で累計累計2828万万9,0009,000メートルトンメートルトン a.i.a.i.（有効成分）の農薬を削（有効成分）の農薬を削
減減減減
--20062006年、年、150150億億KgKgの二酸化炭素の二酸化炭素（自動車（自動車650650万台万台分）を節減し、分）を節減し、
地球温暖化地球温暖化問題に貢献問題に貢献
土壌と水の保全土壌と水の保全 持続可能持続可能-- 土壌と水の保全土壌と水の保全 = = 持続可能持続可能

•• 社会的社会的恩恵恩恵

-- 20072007年は年は1 1001 100万人の小規模農業生産者の貧困の軽減万人の小規模農業生産者の貧困の軽減20072007年は年は1,1001,100万人の小規模農業生産者の貧困の軽減万人の小規模農業生産者の貧困の軽減

（（20062006年は年は930930万人）万人）

-- 女性と子供の福利厚生への恩恵が生まれる女性と子供の福利厚生への恩恵が生まれる

食糧 飼料 繊維 燃料の安定確保食糧 飼料 繊維 燃料の安定確保
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遺伝子組み換え作物遺伝子組み換え作物 –– 世界的経済利益世界的経済利益
19961996年～年～20062006年および年および20062006年年 I S A A A19961996年～年～20062006年および年および20062006年年

1996-2006 2006

すべての栽培国

米国

アルゼンチン

337億ドル

159億ドル

66億ドル

70億ドル

29億ドル

13億ドルアルゼンチン

中国

ブラジル

66億ドル

58億ドル

19億ドル

13億ドル

8億ドル

6億ドル
インド

カナダ

その他

13億ドル

12億ドル

10億ドル

8億ドル

3億ドル

3億ドルその他

出典： BrookesおよびBarfoot, 2008年

10億ドル 3億ドル
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将来予測将来予測 –– 次の次の1010年：年：2006 2006 -- 20152015年年
I S A A A

• 米国、カナダ、オーストラリアではスタック形質で引き続き成長し、農業形質、
品質改善形質その他を特徴とする作物がより豊富になり さらに今後3年間

• 米国、カナダ、オーストラリアではスタック形質で引き続き成長し、農業形質、
品質改善形質その他を特徴とする作物がより豊富になり さらに今後3年間品質改善形質その他を特徴とする作物がより豊富になり、さらに今後3年間
に干ばつ耐性の非常に重要な形質が加わる。 商品穀物価格の高騰により、
遺伝子組み換え作物の導入が促進される。

品質改善形質その他を特徴とする作物がより豊富になり、さらに今後3年間
に干ばつ耐性の非常に重要な形質が加わる。 商品穀物価格の高騰により、
遺伝子組み換え作物の導入が促進される。

• 1996～2005年の最初の10年間を主導したのは南北アメリカだったが、今後
10年はインドや中国、新規参入国のベトナムなどのアジア地区の顕著な成
長によって特徴づけられるであろう

• 1996～2005年の最初の10年間を主導したのは南北アメリカだったが、今後
10年はインドや中国、新規参入国のベトナムなどのアジア地区の顕著な成
長によって特徴づけられるであろう長によって特徴づけられるであろう。

• ブラジルはラテンアメリカ地区の主導国になる可能性が非常に高い。

• アフリカ地区では北アフリカのでは北アフリカのエジプトエジプト 西アフリカの西アフリカのブルキナファソブルキナファソ 東アフリ東アフリ

長によって特徴づけられるであろう。

• ブラジルはラテンアメリカ地区の主導国になる可能性が非常に高い。

• アフリカ地区では北アフリカのでは北アフリカのエジプトエジプト 西アフリカの西アフリカのブルキナファソブルキナファソ 東アフリ東アフリ• アフリカ地区では北アフリカのでは北アフリカのエジプトエジプト、西アフリカの、西アフリカのブルキナファソブルキナファソ、東アフリ、東アフリ
カのカのケニアケニアの主導で、遺伝子組み換え作物栽培国数は控えめに増加する。の主導で、遺伝子組み換え作物栽培国数は控えめに増加する。

• EUでは控えめな成長となるが、東ヨーロッパで成長の可能性がある。

• アフリカ地区では北アフリカのでは北アフリカのエジプトエジプト、西アフリカの、西アフリカのブルキナファソブルキナファソ、東アフリ、東アフリ
カのカのケニアケニアの主導で、遺伝子組み換え作物栽培国数は控えめに増加する。の主導で、遺伝子組み換え作物栽培国数は控えめに増加する。

• EUでは控えめな成長となるが、東ヨーロッパで成長の可能性がある。EUでは控えめな成長となるが、東ヨ ロッパで成長の可能性がある。

• 米国、ブラジルやその他の国々の主導で、エタノールやバイオディーゼルな
どのバイオ燃料のための遺伝子組み換え作物の利用も主要な成長要因とな

EUでは控えめな成長となるが、東ヨ ロッパで成長の可能性がある。

• 米国、ブラジルやその他の国々の主導で、エタノールやバイオディーゼルな
どのバイオ燃料のための遺伝子組み換え作物の利用も主要な成長要因とな
る。

編集：Clive James, 2008

る。

編集：Clive James, 2008



I S A A A
次の次の1010年の予測：年の予測：20062006年～年～20152015年年

I S A A A

遺伝子組み換え作物

2007 2015
遺伝子組み換え作物
栽培国数 23 ~ 40

遺伝子組み換え作物
農業生産者数

1,200万 ~1億

農業生産者数

遺伝子組み換え 1億1,400万 ~ 2億遺伝子組み換え
栽培面積 ヘクタール ヘクタール

出典：Clive James, 2008
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将来予測将来予測 –– 20152015年年MDGMDG目標と持続的な農業に目標と持続的な農業に
対する遺伝子組み換え作物の貢献対する遺伝子組み換え作物の貢献 I S A A A

5つの目的5つの目的

対する遺伝子組み換え作物の貢献対する遺伝子組み換え作物の貢献

5つの目的

1. 世界の作物生産量の増加、持続可能な作物生産システムによる食糧・飼料・
繊維の生産性の向上 および生物多様性の保護

5つの目的

1. 世界の作物生産量の増加、持続可能な作物生産システムによる食糧・飼料・
繊維の生産性の向上 および生物多様性の保護繊維の生産性の向上、および生物多様性の保護

2. 貧困と飢餓の軽減への貢献

繊維の生産性の向上、および生物多様性の保護

2. 貧困と飢餓の軽減への貢献

3. 農業による環境影響の軽減3. 農業による環境影響の軽減

4. 気候変動の緩和と温室効果ガスの削減

5. バイオ燃料の低コスト生産への貢献

4. 気候変動の緩和と温室効果ガスの削減

5. バイオ燃料の低コスト生産への貢献

出典：Clive James, 2008出典：Clive James, 2008



I S A A A
将来への課題将来への課題

I S A A A

• 責任ある、効果的な管理• 責任ある、効果的な管理

• 社会とのコミュニケーションの向上
遺伝子組み換え作物に関する知識に基づいた判断

• 社会とのコミュニケーションの向上
遺伝子組み換え作物に関する知識に基づいた判断遺伝子組み換え作物に関する知識に基づいた判断遺伝子組み換え作物に関する知識に基づいた判断



I S A A A

遺伝子組み換え作物に関する遺伝子組み換え作物に関するISAAAISAAAグローバル・ナレッジ・センター（グローバル・ナレッジ・センター（KCKC）と）と
バイオテクノロジー・インフォメーション・センター（バイオテクノロジー・インフォメーション・センター（BICsBICs）のネットワーク）のネットワーク I S A A Aバイオテクノロジ インフォメ ション センタ （バイオテクノロジ インフォメ ション センタ （BICsBICs）のネットワ ク）のネットワ ク

中国中国

ロシアロシア

ブルガリアブルガリアスペインスペイン
イタリアイタリア米国（本部）米国（本部）

フィリピンフィリピン
（（ISAAAISAAAグロ バルグロ バルKCKC））

インドインド

エジプトエジプト

タイタイ

ベトナムベトナム

**コスタリカコスタリカ
**セネガルセネガル **ナイジェリアナイジェリア

マリマリ

バングラデシュバングラデシュパキスタンパキスタン

**メキシコメキシコ

スリランカスリランカ
**ブルキナファソブルキナファソ （（ISAAAISAAAグローバルグローバルKCKC））

インドネシアインドネシア

マレーシアマレーシア

ブラジルブラジル
ケニアケニア

**ブルキナファソブルキナファソ

アルゼンチンアルゼンチン 南アフリカ南アフリカ**チリチリ

知識と経験の共有

開設済み：開設済み：2121
将来開設予定：将来開設予定：55

フィリピンの東南アジアセンター：ISAAAに本拠を置くグローバル・ナレッジ・センター
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「ISAAA遺伝子組み換え作物アップデート」の受信者
2001年1月 – 2007年12月 I S A A A2001年1月 – 2007年12月

2008年2月
約200カ国でおよそ

33万3,000人が 、ISAAA
アップデートを毎週アッ デ を毎週

eメールで受信

毎月5 000人増加毎月5,000人増加

- アラビア語、インドネシア語、バングラデシュ語、中国語、フランス語、ポルトガル語、スペイン語、タイ語、ベトナム語の
「遺伝子組み換え作物アップデート」翻訳版の受信者を含む

- 「遺伝子組み換え作物アップデート」からの記事購読者数、推定3万人は除く遺伝子組み換え作物アップデ ト」からの記事購読者数、推定3万人は除く

出典：Clive James, 2008



I S A A A

国際社会での知識の共有国際社会での知識の共有
I S A A A

国際アグリバイオ事業団 年次報告書のインパクト
（2007年5月5日現在）

メディア掲載記事数メディア掲載記事数 = 1,125= 1,125
配付国数配付国数 = 46= 46
閲覧者数閲覧者数 ~ 5~ 5億億5,0005,000万万
翻訳言語数翻訳言語数 = 31= 31

記事の記事の99%99%以上は肯定的または中立以上は肯定的または中立

ISAAAISAAA報告書報告書 N 37N 37 20072007 「世界の遺伝子組み「世界の遺伝子組みISAAAISAAA報告書報告書 No. 37No. 37--20072007 –– 「世界の遺伝子組み「世界の遺伝子組み
換え作物の商業栽培状況：換え作物の商業栽培状況：20072007年」年」



I S A A A
将来への課題将来への課題

I S A A A

• 遺伝子組み換え作物の導入を望む国々が、より持続
可能な農業や世界の食糧・飼料・繊維・燃料の安定的

• 遺伝子組み換え作物の導入を望む国々が、より持続
可能な農業や世界の食糧・飼料・繊維・燃料の安定的可能な農業や世界の食糧 飼料 繊維 燃料の安定的
確保、貧困の軽減、より安全な環境に貢献できるように
従来の技術と兼ね合いを図りながら、遺伝子組み換え

可能な農業や世界の食糧 飼料 繊維 燃料の安定的
確保、貧困の軽減、より安全な環境に貢献できるように
従来の技術と兼ね合いを図りながら、遺伝子組み換え
作物を利用できる選択肢を確保する。作物を利用できる選択肢を確保する。



I S A A A世界の遺伝子組み換え作物栽培面積の推移 I S A A A世界の遺伝子組み換え作物栽培面積の推移
単位：百万ヘクタール（1996～2007年）

23の遺伝子組み換え作物栽培国合計 23の遺伝子組み換え作物栽培国

120

140
合計

先進国

開発途上国
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40

60

0

20

40

2007年の遺伝子組み換え栽培面積は 前年比12％増 1 230万ha (3 000万エーカー)増加

0
1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

2007年の遺伝子組み換え栽培面積は、前年比12％増、1,230万ha (3,000万エ カ )増加

Source: Clive James, 2007.


